


































































































































法であり、 設計・工事の基本となるので十二

分に把握することが大切である。

2)改良工事の留意点

①改良工事は事前調査を重視して、 工事目的

を明確にする。 工事完了後にはその目的が

達成したかフォロ ー する。 また改良工事を

実施する場合は、 改良箇所と他の箇所とで

機能及び寿命協調が取れているかをチェッ

クする。これを実施することによってバラン

スの取れた設備の長寿命化が可能となる。

②改良工事の実施には優先度、 緊急度を考慮

して、 改良時期を分散し工事の平準化を図

る。

③現在設置されている価額を上回るような大

規模な改良工事の場合はLCCの面から検証

も必要であろう。 また従来の機能 を上回る

ような祈たな新規illllを考えて実施する努力

も必要である。

④補修及び改良工事の間隔が短い場合は部品

の改善等に工夫する。 例えば、 ロ ーラ材質

の耐磨耗化、 主ポンプの羽根車の耐磨耗・

耐腐食化等であるQ
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C5 ．おわりに）

昨今、 下水道財政が厳しい状況にあり、 維持管

理のアウトソ ー シング、 維持管理費の削減や省力

化・省エネルギー 化、 地球温暖化防止、 設備機器

の長寿命化等が求められている。 どの項目をとっ

ても設備が寄与する分野が大きく、 機器類は適正

に維持・保全される必要がある。 特に長寿命化は

LCCの最小化に貢献できて整備費用の総合的な削

減に有効である。 LCCを適正に最小化できるかど

うかは、 まさに保守点検・整備の良否に大きく左

右されるものであり、 今後ますます重要視される

と確桐している。 今後、 水処理施設を適正に保全

し、 下水道に期待されている役割を果たしていく

ため、 コスト縮減だけでなく、 設備の機能維持・

向上との関係を常に考えていきたい。

参考）下水道アドバイザーの登録を希望される方、 下

水道アドバイザ ーの派造を検討されておられる方

は、 アドバイザ ー 機関： （財） ド水道業務管理セン

タ ー (03 • 5842 • 3315)までご惰l｛ください。 詳し

くは、 下水道業務管理センタ ーのホ ー ムペ ー ジ

(http://www.sbmc.or.jp)のド水道アドバイザーの

項を参照してドさい。












